
別表 ［Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス Ｄタイプ、ＬＴＥ Ｄタイプ］ 

 

１．ネットワークサービスの提供 

 当社（以下「乙」という）は、ネットワークサービスの利用者（以下「甲」という）に対し、第４項記載のネットワークサービス（以下「本ネットワー

クサービス」という）を提供します。 

 

２．ネットワークサービスの概要 

 本ネットワークサービスは、複数の甲設備間を、通信機器、アクセス回線、アクセスポイント、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線お 

よびＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備で接続することにより、甲が、通信機器よりＦＯＭＡ網またはＸｉ網を利用したパケット交換方式

による電気通信回線を用いてデータ通信を利用できるようにするネットワークサービスです。 

 

３．ネットワークサービス提供の前提条件 

 （１）本ネットワークサービスの提供にあたっては、別途甲と乙の間において「Ｍ２Ｍサービス 基本サービス」（以下「基本サービス」という）の提

供に関する契約がなされているものとします。 

 （２）甲は、自己の責任と費用負担で本ネットワークサービスを利用するために必要な甲設備を用意し、乙が提供する端末系通信機器に接続または乙が

提供するＳＩＭカードを装着するものとします。またサービス利用場所における通信検証は甲にて行うものとします。 

 （３）乙は、ネットワークサービス用電気通信設備の安定稼働のために、本ネットワークサービスにより行われる電気通信を調査することがあります。

乙は、帯域を継続的かつ大量に占有する通信手順を用いて行われる乙所定の電気通信を検知し、当該電気通信に割り当てる帯域を制御すること等に

より、電気通信の速度や通信量を制限することがあります。また、乙は、甲が乙所定の基準を超過したトラヒック量を継続的に発生させることによ

り、ネットワークサービス用電気通信設備に過大な負荷を生じさせる行為その他その使用または運営に支障を与える場合には、本ネットワークサー

ビスの利用を制限することがあります。 

 

４．ネットワークサービスの内容 

 （１）通信機器利用サービス 

   乙は、接続サービスを利用できるようにするために、ＳＩＭカードの搭載など乙所定の準備を行った端末系通信機器（ＳＩＭカード含む）を甲に貸

与します。甲は、本ネットワークサービスの利用期間中、端末系通信機器を善良な管理者の注意をもって管理するものとし、本ネットワークサービス

の終了時には端末系通信機器を乙に返却するものとします。なお、通信機器利用サービスには、通信機器利用料一括型および通信機器利用料月額型が

あります。通信機器利用料一括型サービスを契約した場合には、乙は、甲に貸与する通信機器の利用料を、一括で甲より収受するものとします。通信

機器利用料月額型サービスを契約した場合には、乙は、甲に貸与する端末系通信機器の利用料を、契約期間内の利用月ごとに甲より収受するものとし

ます。 

 （２）ＳＩＭ利用サービス 

   乙は、接続サービスを利用できるようにするために、ＳＩＭカードを甲に貸与します。甲は、ＳＩＭカードに関する以下の事項を承諾するものとし

ます。 

   ａ．甲は、本ネットワークサービスの利用期間中、ＳＩＭカードを善良な管理者の注意をもって管理するものとし、本ネットワークサービスの終了

時にはＳＩＭカードを乙に返却するものとします。 

   ｂ．乙は、甲が指定する日本国内の仕向地にＳＩＭカードを発送するものとしますが、当該ＳＩＭカードをさらに海外へ輸出する場合には、その輸

送・通関等の措置は、甲が行うものとします。その場合、甲は利用規約の定めに従うものとします。 

 （３）接続サービス 

   乙は、株式会社ＮＴＴドコモの提供する「ＦＯＭＡサービス」または「Ｘｉサービス」において提供されるＦＯＭＡ網またはＸｉ網とＦＥＮＩＣＳ

ネットワークサービス用電気通信回線を相互に接続するとともに、ＦＯＭＡ網またはＸｉ網をアクセス回線として本ネットワークサービスの全部また

は一部を提供します。甲は、下記のプランのうちいずれか１つを選択し契約するものとし、当該プランのサービス実施期間内は他のプランを契約でき

ないものとします。なお、乙は、料金月ごとに、基本利用料に加え、本契約において甲乙間で契約されるプランに基づき提供される「ＳＩＭカード」

の挿入されているすべての通信機器にかかわるデータ送受信量の合計（以下「実送受信量」という）が、当該すべての通信機器の基本利用料に含まれ

るデータ送受信量（以下「基本送受信量」という）の合計よりも大きい場合には、実送受信量から基本送受信量を差し引いたデータ送受信量に応じた

超過利用料を加算して、甲より収受するものとします。また、乙は、乙の保守用通信などを 含めて当該電気通信回線を使用した全ての通信にかかわ

るデータ送受信量を利用料金の対象とします。 

 
 

      品  目 
 

 

内  容 
 

 

 Ｓプランサービス 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 基本利用料に８００パケットの基本送受信量を含みます。 
 

 

 Ｍプランサービス 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 基本利用料に８, ０００パケットの基本送受信量を含みます。 
 

 

 Ｌプランサービス 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 基本料金に２４, ０００パケットの基本送受信量を含みます。 
 

 

 ＬＬプランサービス 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 基本利用料に１００, ０００パケットの基本送受信量を含みます。 
 

 

 ２５６Ｋｂｐｓ定額プラン 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

上り下りの通信速度が２５６Ｋｂｐｓに制限されます。また、１日の下りの通信量が１００ＭＢを超えた時点で、そ

の当日の２４時まで、下りの通信速度が３２Ｋｂｐｓに制限されます。 
 

 

 夜間拡張プラン 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 夜間(毎日2:00～6:00)においては通信速度無制限でご利用いただけますが、その他の時間においては１２８Ｋｂｐ

ｓに制限されます。また、１日の上りと下りの通信量の合計値が１ＧＢを超えた時点で、その当日の２４時まで、

上り下りの通信速度が１２８Ｋｂｐｓに制限されます。 
 

 

 １０ＧＢ定額プラン 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

１ケ月の通信量が１０ＧＢまで通信速度無制限でご利用いただけますが、１ケ月の通信量が１０ＧＢを超えた時点

で、その月の月末まで、通信速度が１２８Ｋｂｐｓに制限されます。 

 
 

 

 Ｘプラン 

 
 

 

 符号伝送可能な移動体無線電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス 

 基本料金に含まれる通信量と当該通信量超過時の単価などの提供条件については別途交渉の上定めます。  

 

 

 

 



 （４）ＳＩＭ再発行サービス 

   乙は、甲に貸与したＳＩＭカードが故障または損壊した場合、および甲がＳＩＭカードを紛失した場合には、代替のＳＩＭカードを再発行します。

なお、故障または損壊の場合、ＳＩＭカードの再発行は、乙によるＳＩＭカードの故障または損壊状況の確認後とします。 

（５）利用プラン変更サービス 

   乙は、甲による「４．（３）接続サービス」に記載のいずれかひとつのプランから他のプランへの変更の申込に従い、プランの変更を実施します。  

 （６）キッティングサービス 

乙は、別途乙が提供する端末系通信機器に対して、閉域接続サービスを利用できるよう設定作業を実施します。また、乙は、甲と協議のうえ、本サ

ービスにおいて乙が実施する作業の内容を記述した書面を作成し、甲の確認を得るものとします。 

 （７）端末利用サービス 

  a.初期サービス 

   乙は、接続サービスを利用できるようにするために、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス要電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワークサービス

用電気通信回線に対して、乙所定の準備作業を行うとともに、甲に対し移動無線機器およびＳＩＭカード（ＳＩＭ利用タイプにおいてはＳＩＭカード

のみ）を貸与します。甲は、本ネットワークサービスの利用期間中、乙から貸与された移動無線機器を善良な管理者の注意をもって管理するものとし

ます。また、甲は、本ネットワークサービス終了時には、移動無線機器およびＳＩＭカードを乙に返却するものとします。 

 

  b.予備機準備サービス 

   乙は、乙の責によらない移動無線機器の故障または損壊により、本ネットワークサービスが利用できない状態になった場合に備え、あらかじめ予備

の移動無線機器を甲に貸与します。甲は、本ネットワークサービスの利用期間中、乙から貸与された予備の移動無線機器を善良な管理者の注意をもっ

て管理するものとします。また、甲は、本ネットワークサービスの終了時には、当該予備の移動無線機器を乙に返却するものとします。なお、当該予

備の移動無線機器には、ＳＩＭカードは付属しないものとし、甲は、故障または損壊した移動無線機器のＳＩＭカードをこれに差し替えて使用するも

のとします。 

 

  c.代替機提供サービス 

   乙は、甲が乙から貸与された移動無線機器が端末利用サービスのサービス実施開始日より４年間経過後に故障または損壊した場合、および甲が移動

無線機器を紛失した場合には、代替の移動無線機器（ＳＩＭカードをのぞき、以下本号において同じ）を貸与します。なお、乙は、移動無線機器の故

障または損壊について、その事由が甲の故意である場合を除き、端末利用サービスのサービス実施日開始日より４年間は代替の移動無線機器を貸与し

ます。また、故障または損壊の場合、代替の移動無線機器の提供は、乙による移動無線機器の故障または損壊状況の確認後とします。 

 

５．提供区域 

 本ネットワークサービスにおけるアクセス回線の提供区域は、株式会社ＮＴＴドコモの「ＦＯＭＡサービス」または「Ｘｉサービス」の提供区域に準ず

るものとします。なお、利用場所の電波状況などによってサービスが利用できない場合があります。 

 

６．接続サービス提供時間帯 

 本ネットワークサービスにおける接続サービスの提供時間帯は、２４時間３６５日とします。また、利用規約に基づき、乙は、接続サービスの提供を中 

断することができるものとします。 

 

７．接続サービスサポート受付時間帯 

 本ネットワークサービスにおける接続サービスのサポート受付時間帯は、２４時間３６５日とします。ただし、基本サービスのサポート受付時間帯を超 

えることはないものとします。 

 

８．接続サービスサポート対応時間帯 

 本ネットワークサービスにおける接続サービスのサポート対応時間帯は、月曜日から金曜日まで（祝日および乙の指定する休業日を除く）の９時から１ 

７時３０分までとしますが、利用停止に関する対応サポートは２４時間３６５日とします。ただし、基本サービスのサポート対応時間帯を超えることはな 

いものとします。またアクセス回線のサポート対応時間帯は、株式会社ＮＴＴドコモのサポート対応時間帯に準ずるものとします。 

 

９．料金月 

（１）本ネットワークサービスにおける料金月は、毎月２０日締めとし、前月２１日から当月２０日とします。 

 （２）本ネットワークサービスのうち超過利用料における料金月は、毎月末日締めとし、当月１日から当月末日とします。 

 

１０．甲の解約について 

 利用規約の定めにかかわらず、甲が本ネットワークサービスを、利用規約に定める基本実施期間満了前または満了後に解約する場合、甲は解約日を当該 

解約日の１か月前までに書面をもって乙に通知するものとします。ただし、当該基本実施期間満了前に中途解約する場合は、甲は乙に、１回線あたり、月  

額利用金額に残存月数を乗じた金額に相当する金額の中途解約料金を支払うものとします。 

 

１１．サービスの実施期間について 

  利用規約の定めにかかわらず、乙は、６か月以上の予告期間をおいて本ネットワークサービスを終了できるものとします。 

 

１２．端末系通信機器の仕様等 

 （１）端末系通信機器の仕様は、乙所定のもの、または、甲が事前に乙に申請し承認されたものに限られるものとし、甲は、当該端末系通信機器の対応

する周波数帯によっては通信できない地域等が存在する可能性があることを了承するものとします。甲は、当該端末系通信機器の仕様等をあらかじ

め確認のうえ、本ネットワークサービスを利用するものとします。 

 （２）乙の提供する端末系通信機器の仕様等は、乙の裁量により改良・変更されることがあるものとします。 

 （３）甲は、甲が準備する端末系通信機器の仕様等が、利用する地域における各種法制度に適合することを、自らの責任と費用負担において確認するも

のとします。また、乙が要求した場合に、甲は、各種法制度へ適合していることを証明する義務を持つものとします。 

 

 



１３．品目一覧 

  本ネットワークサービスにおける品目は、以下のとおりとします。 

 
 

品名 
 

 

   型名 

 

備考 
 

 

支払種別 
 

 

単位 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ ＳＩＭ利用料一括型 
 

 

ＮＳ２３１００４Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ キッティングサービス 
 

 

ＮＳ２３１００９Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ Ｓプラン基本利用料 
 

 

ＮＳ２３１００１Ｇ  

 

８００パケットのデータ送受信量を含む 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ Ｍプラン基本利用料 
 

 

ＮＳ２３１００２Ｇ  

 

８０００パケットのデータ送受信量 

を含む 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ Ｌプラン基本利用料 
 

 

ＮＳ２３１００３Ｇ  

 

２４，０００パケットのデータ送受信量

を含む 

 
  

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ ＬＬプラン基本利用料 
 

 

ＮＳ２３１００８Ｇ  

 

１００，０００パケットのデータ送受信
量を含む 

 
  

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ 超過利用料 
 

 

ＮＳ２３１００４Ｇ  

 

１，０００パケットごと 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ ＳＩＭ再発行費 
 

 

ＮＳ２３１００２Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 Ｄタイプ プラン変更費 
 

 

ＮＳ２３１００３Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ ＳＩＭ利用料一括型 
 

 

ＮＳ２３１０８８Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ ２５６Ｋｂｐｓ固定利用料 

＜ＬＴＥ／３Ｇ＞ 
 

 

ＮＳ２３１０８２Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ 夜間拡張利用料 

＜ＬＴＥ／３Ｇ＞ 
 

 

ＮＳ２３１０８３Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ １０ＧＢ利用料＜ＬＴＥ／３Ｇ＞ 
 

 

ＮＳ２３１０８４Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ Ｘプラン利用料 
 

 

ＮＳ２３１０８５Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ ＳＩＭ再発行費 
 

 

ＮＳ２３１０８９Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ 端末利用料一括型初期費 
 

 

ＮＳ２３１０９２Ｓ  

 

 通信カード（USBタイプ）貸与 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ 予備機準備費 
 

 

ＮＳ２３１０９３Ｓ  

 

 回線なしの通信カード（USBタイプ）を

予備機として準備（SIMカード差し替えで

利用する） 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 Ｍ２Ｍサービス 閉域接続サービス 

 定額Ｄタイプ 代替機提供費 
 

 

ＮＳ２３１０９４Ｓ  

 

 お客様瑕疵にて通信カード（USBタイ

プ）の紛失/故障・破損時の対応費用（1台

毎） 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 

 

［変更内容］ 

（２０１６年 ６月 １日）本別表を適用します。 

 

 

 

以  上 
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